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　このたび、弊社グループの賃貸マンションシリー
ズ「ＡＣＯＬＴ（アコルト）」の５棟目となる「Ａ
ＣＯＬＴ中野富士見町」が丸の内線中野富士見町駅
から徒歩２分という恵まれた立地に完成いたしまし
た。設計・施工に関わっていただいた多くの方々の
ご協力に厚く御礼申し上げます。
　ＡＣＯＬＴ中野富士見町は弊社グループの京王バ
スが車庫として利用している敷地の一部に京王電鉄
株式会社および京王電鉄バス株式会社の共同事業と
して建築いたしました。全住戸数は戸であり、
賃貸住宅および一部を京王バスの社宅等として利用
します。
　本事業は設計を進めている最中にコロナ禍をむか
えました。世の中の住宅に対するニーズの変化を踏
まえ、ファミリータイプの区画ではスライドウォー
ルを多く取り入れるなどレイアウトを自由度と可変
性の高いものに変更いたしました。また、共用のイ
ンターネット設備を用意することに加え、入居者様
が独自で高品質・大容量のインターネット回線を引
き込むことができるようにするなどテレワークに対
応した設計にいたしました。
　近くに神田川が流れており、防水板の用意だけで
なく万が一の事態に備え主要な設備機器を高い位置
に設置したほか、浸水時のエレベーターの上階への
自動停止機能の採用や排水管への逆流防止機器の設
置を行いました。
　設計者や施工者の方々の真摯なご協力のおかげ
で、現在順調に入居のお申し込みをいただいており
ます。弊社では今後も、時代のニーズを的確に捉え
ながら、お住まいになる方々に安全・安心で良質な
居住空間を提供してまいります。
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　京王電鉄バス、京王電鉄が東京都中野区で開発を進めていた賃貸マンション
「ＡＣＯＬＴ中野富士見町」が完成した。ＡＣＯＬＴ（アコルト）は、京王電
鉄が手がける賃貸マンションのブランドで、今回で同シリーズの５棟目となる。
新型コロナウイルス感染症の流行によるライフスタイルやワークスタイルの変
化に対応したインターネット環境、可変性の高い間取りなど入居者の多様な
ニーズに応えたしつらえを採用している。設計は東急建設、施工は東急・京王
建設ＪＶが担当した。 　 　 　写真提供／京王電鉄

■工事名称：（仮称）京王電鉄バス中野車庫Ｂ敷地開発計画
■工事場所：東京都中野区弥生町５－－
■建　築　主：京王電鉄バス株式会社、京王電鉄株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：地上階
■設　　計：東急建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：東急・京王建設工事共同企業体
■工　　期：年月１日～年１月日

西面外観

　本計画では、周辺環境と優しく調和し、安心・安
全な居住環境を実現することを目指しました。
　本敷地はバス車庫に囲まれ、駅前や前面道路から
の視認性が高い立地です。ファサードとなる部分の
外装材には石やタイルに加えて高意匠塗材を採用す
ることで、表情豊かで優しい質感を表現しました。
水害対策として１階床レベルを地盤面より．ｍ高
く設定し、防水区画の構築や設備機器の嵩上げなど
の措置を講じています。直近を走行する地下鉄振動
の伝播対策として地下躯体外周に防振材を敷設し、
低層階は開口部の遮音性能を向上させ、快適な居住
環境確保に努めています。
　建物は整形なプランでメンテナンス性の良い合理
的な計画としました。構造体の架構形式はＸ方向を
耐震壁付きラーメン架構、Ｙ方向をラーメン架構と
し、設備は基準階メーターボックスで電気とガス・
水道を分離した、安全で明快な計画です。今回、Ｂ
ＩＭを用いた設計を行いましたが、意匠・構造・設
備の統合モデルによる整合チェックに加え、内外装
デザイン提案として動画による合意形成も試みてい
ます。
　街並みと調和し、居住者はもちろん地域の方にも
愛着を持っていただける建物となることを期待して
います。
　東急建設株式会社
　建築設計部　建築設計第３グループ　萱沼　玲夫

　本現場では、施工サイクル、見える化を主におい
て運営を行いました。
　サイクルを乱さないため、躯体工事では圧接を機
械式継手にできるだけ変更し、雨天作業に対応しま
した。設計施工のメリットを生かし、設計時でのバ
ルコニーハーフＰＣ、フェローデッキの採用といっ
た工業化、作業階へ安全にアプローチするための鉄
骨階段の先行建てなどにより、現場労務の軽減にも
取り組みました。
　見える化では、現場運営にあたり動線を明確に確
保するとともに、作業通路は元請けの管理区分とし
て徹底管理し、妨げた場合は厳しく指導しました。
工事中の消防計画を基に緊急時の避難も考えた基本
的な対策でした。
　施工図はＢＩＭで作成し、仮設計画、設備干渉チ
ェック、コンクリート数量広いに活用しました。従
来、施工中の計画利用しか出せなかったＢＩＭ情報
を、今回は成果品として目視困難なビット内の配管
状況を動画で竣工図として納める予定です。
　コロナ禍、物価高騰が続く中での工事で、途中、
発泡ウレタンやパーチクルボードの材料調達が不可
能になる事態に見舞われました。代替案の提案、内
装工程の現場内調整を行い工事を止めることなく進
めることができました。コミュニケーションが困難
な環境化で、発注者様の仕様に対する決定等を早期
判断していただいたことが大きな理由となっていま
す。大変感謝しております。
　施工サイクルの維持、見える化、そして建築主様、
工事関係者の協力により、安全で品質の確保された
建物引渡を実現でき、厚くお礼申し上げます。

東急・京王建設ＪＶ　所長　村上　祥正


